
岐阜県中津川市教育研究会 中学校数学部会 

- 1 - 

Ⅰ はじめに 

 私たち中津川市教育研究会 中学校数学

部会（以下，中津川市数学部会と記す）で

は，第９８回全国算数・数学教育（岐阜）

大会に向け，部員一丸となって取り組んで

きた。そして，岐阜大会後に継続・発展的

に研究実践を行っている。本日は，その一

端を紹介する。 

 

Ⅱ 研究主題 

 私たちは岐阜大会に向けて，研究主題を

以下のように設定し，研究実践を積み重ね

てきた。【図１：中津川市数学部会 研究構想図】 
 

 数学的な見方や考え方の 

      よさを実感する生徒の育成 

～生徒の思考の流れを創り出す指導を通して～ 

 その実践の中で，「単位時間に役割をもた

せた単元構造図」と「単位時間にもたせた

い思考の流れ一覧表」を全学年・全単元・

全単位時間において作成した。この中津川

市数学部会の財産とも言うべき「単元構造

図」と「思考の流れ一覧表」を有効活用し

ながら，さらに私たちの指導を磨き，子ど

もたちの主体的に学ぶ姿を求めて，日々の

実践を積み重ねている。 

 そこで，今年度の研究主題や研究内容に

ついては，基本的に当時の研究を踏襲し，

その財産とも言える「単元構造図」や「思

考の流れ一覧表」を改良・改善することに

重きをおき，実践を積み重ねることとした。 

 

Ⅲ 研究内容 

１ 指導計画の工夫 

 

（１） 単元の学習内容を見通し，各単位時

間に役割をもたせ，学習内容のつな

がりと，もたせたい生徒の意識を位

置付けた単元構造図の作成 

 「単元構造図」を作成しようとするとき，

「単元」とは何かということをはっきりさ

せておく必要がある。一般的に「単元」と

は，教えるべき項目の単なる集合であり，

教科書の「章」の区切りであるととらえら

れている。しかし，「単元」という概念のル

ーツを辿ると，「単元」という概念は本来，

「カリキュラムが単に教えるべき項目の羅

列となっていることへの批判・克服の思想

から生まれたもの」である。つまり，「単元」

とは，学習内容を羅列するのではなく，学

習内容の系統性や順序性に，教師の願い（指

導観）を込め，生徒の実態を考慮して各単

位時間を位置付けたものであると考える。

単元で学習する学習内容の構造の上に，生

徒にもたせたい意識を位置付け，各単位時

間に役割をもたせて単元を構成していくこ

とこそ，私たちが指導計画の段階で明らか

にしておくべきものであると考える。 

 そこで，各単位時間に役割をもたせ，各

単位時間でもたせたい生徒の意識を明らか

にし，単元を構成し，単元構造図を作成す

る。【図２：単元構造図】 

 このとき，単元で付けた力や単元を貫く

課題意識などのもと，「単元の中における

各単位時間」という視点と「各単位時間に

よって単元を構成する」という視点の両面

から考えていくことが大切である。また，

ここで単位時間の役割を次の４つとする。 

「つかむ」･･･単元や節において見通しを

もつ時間 

「知 る」･･･新たな知識・技能，考え方

を知る時間 

「深める」･･･既習の学習内容を拠り所と

して考える時間 

「生かす」･･･これまでの学習内容を活用

して問題を解決する時間 
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（２）単位時間を３つの場（導入，追 

究，終末）に分け，それぞれの場 

においてもたせたい生徒の思考と

その流れをまとめた思考の流れ一

覧の作成 

 

 単元構造図を作成することで，各単位時 

間の役割と，各単位時間でもたせたい生徒 

の意識が明らかとなった。その上で，単位 

時間の「導入（必然を感じる場）」「追究（課

題をつかみ追究する場）」「終末（振り返る

場）」の各場面でどのような思考を生徒にも

たせればよいのかを考えることが大切であ

る。またどのように生徒の思考を流してい

けば，本時のねらいに迫れるのかを具体的

にしておくことが，生徒にとっても教師に

とっても，ねらいに向かってぶれのない授

業につながると考える。生徒一人一人はそ

れぞれに個々の思考をもっているはずであ

る。だからこそ，教師が「もたせたい生徒

の思考や思考の流れ」を授業計画の段階で

準備することが，ぶれない授業には不可欠

であると考える。多様な思考があるからこ

そ「願う生徒の思考の流れを教師がもつ」

ことが大切なのである。そして，それらの

もたせたい生徒の思考は，数学的な見方や

考え方である。「導入」でもたせたい思考は，

「○○すればよさそうだ」「○○できないか」

という「帰納的な考え方」や「類推的な考

え方」に代表される思考である。また，「追

究」でもたせたい思考は「だから○○だ」

「○○が成り立つから○○だ」という「演

繹的な考え方」である。そして，「終末」で

もたせたい思考は「結局○○だ」「○○にし

たらどうなるのだろう」「いつでも言えそう

だ」という「統合的な考え方」や「発展的

な考え方」，「一般化の考え方」に代表され

る思考である。（参考：「数学的な考え方の

具体化」，片桐重男，明治図書） 

 

 ２ 指導方法の工夫 

指導方法の工夫とは，指導計画を実行す

るにあたって，実際の生徒の実態を考え，

どのような手立てを講じていくかを工夫す

ることである。つまり，本時の指導計画を

実行するために，実際の生徒に対して具体

的に行う手立てのことである。よって，具

体的な手立てとしては，教具や発問，補助

教材やプリント，板書や掲示物などが考え

られる。 

そこで，単位時間を「導入」「追究」「終

末」の３つに分け，それぞれ「問題提示か

ら課題化まで」「個人追究と全体交流」「評

価問題や練習問題と振り返り」とし，それ

ぞれの過程において指導方法を工夫してい

くことが，生徒の思考をつなぎ，本時付け

たい力を身に付けさせることにつながると

考える。 

 

（１）単元の学習内容のつながりに気付か

せたり，もたせたい生徒の意識を自

覚させたりするための手立ての在

り方 

 

 数学では，新たな知識及び技能を習得す

るために，「前に～だったから，○○になり

そうだ」「前の～の学習を活用すれば，○○

ができそうだ」と予測や推測をしたり，「～

を使って考えたら○○になった」と検証し

たりして，既習の学習内容をもとに，数や

図形の性質を見いだし，発展させていく。 

 つまり，生徒たちに，既習の学習内容を

関連付けさせ，本時，学ぶ意義や内容を意

識させるからこそ，「こんなことを学習して

きたからこそ次は･･･」「このような時は～
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してきたから，この場合は･･･」など，単元

でねらう生徒の思考を生み出し，本時の課

題意識をもたせることができると考える。 

 また，そのような思考を生み出すために，

単元構造図を作成したのである。単元構造

図に込めた願いや生徒の思考の流れを実現

するために，各単位時間の生徒の意識をつ

なげていく手立てが必要となる。例えば，

単元を貫く課題や目標を設定したり，学習

マップを作成させたり，毎時間の振り返り

を書かせたりすることなどが考えられる。

それらの手立てを生徒の実態に合わせ準備

し，個々の実態に合わせて活用させていく

指導の工夫が求められている。生徒自身に，

毎時間の自らの思考や思考の流れ，またそ

の成長を自覚させ，各単位時間をつなぐ生

徒の意識を育てていきたい。 

 

（２）単位時間でねらう生徒の思考の流れ 

を創り出す手立ての在り方 

 

 指導計画の工夫（２）において，単位時

間にもたせたい生徒の思考とその流れを

計画した。その計画通りに生徒の思考の流

れを創り出すことは難しいことであり，手

立ての工夫が必要である。例えば，教材（問

題）を工夫したり，発問を工夫したり，学

習形態を工夫したり，教具を用いたりする

などである。それらの手立てを生徒の実態

に合わせて行うことで生徒の思考の流れ

を創り出したい。 

 一方で，生徒の実態は様々であり，生徒

の思考も多岐にわたる。生徒一人一人に数

学のよさを実感させたり，学ぶ楽しさを味

わわせたりするために，生徒が立ち返る

「もの」を準備したい。それは，教科書で

あったり，ノートであったり，掲示物であ

ったりする。大切にしたいことは，生徒自

身が必要だと感じたときに立ち返り，自ら

抱える問題を解決しようとする行動を起

こせるかということである。生徒は毎時間，

新たな学習内容に出会うのである。初めて

出会う問題，初めて知る事柄に触れている

のである。だからこそ，生徒の拠り所とな

るものが必要であると考える。そして，問

題解決を求めて，自ら行動を起こそうとす

る態度こそ，私たちが育てていきたい主体

性であると考える。 

 

 

【図１：中津川市数学部会 研究構想図】 
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【図２：単元構造図】 

 

 

 

【図３：思考の流れ一覧表】 
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【研究内容の概念図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜指導計画の工夫（１）＞ 

単元の学習内容を見通し，各単位時間に役

割をもたせ，学習内容のつながりと，もた

せたい生徒の意識を位置付けた単元構造図

の作成 

思考の流れ 

＜指導計画の工夫（２）＞ 

単位時間を３つの場（導入，追究，終末）に

分け，それぞれの場においてもたせたい生徒

の思考とその流れをまとめた思考の流れ一覧

の作成 

 

＜指導方法の工夫（１）＞ 

単元の学習内容のつながりに

気付かせたり，もたせたい生

徒の意識を自覚させたりする

ための手立ての在り方 

 

＜指導方法の工夫（２）＞ 

単位時間でねらう生徒の思考の流れを

創り出す手立ての在り方 
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Ⅳ 実践事例 

各研究内容に対する，実践例を「数と式」

領域を中心に紹介する。 

 

 １ 指導方法の工夫（１）に関わって 

 指導計画の工夫（１） 

単元の学習内容を見通し，各単位時間に役

割をもたせ，学習内容のつながりと，もた

せたい生徒の意識を位置付けた単元構造図

の作成 

 

実践例１：２年生「連立方程式」 

２年生「連立方程式」の単元では，作成

した単元構造図【図４】をもとに，「振り

返り表」を作成した。【図５】 

 振り返り表を作成するにあたり，生徒自

身が単元全体の目標に立ち返り，本時の学

習が身に付けるべき目標のどの部分に対

応しているのか自覚できるように「単元の

目標」を位置付け，振り返り表を，単元構

造図と同様の構造を用いたレイアウトに

することで，本時の学習が単元において，

どのような位置付けにあるかや，単元の学

習がどの程度進んでいるのかを生徒自身

が自覚できるように工夫した。 

 また，生徒が振り返り表に記述する内容

に対して，「単位時間の学習内容のまとめ」

や「表面的な感想」のみにとどまっていて

は，単元を通して生徒の思考の流れを創り

出すことはできないと考え，振り返り表に

は，生徒自身に振り返らせたい視点を与え， 

振り返らせることで生徒自身が自らの学

びの過程を自覚できるように工夫した。 

【振り返りの視点】 

・既習の学習内容を活用できたこと 

・なるほどと思ったこと 

・今後に生かせそうなことや疑問 

 

 

 このように，単元の学習内容を構造化し，

生徒と共有することで，生徒自身に学習の

見通しをもたせるとともに，自らの学習の

歩みを振り返ったり，自らの学習の高まり

を感じさせたりすることができるようにな

った。 

 

２ 指導計画の工夫（２）に関わって 

 指導計画の工夫（２） 

単位時間を３つの場（導入，追究，終末）

に分け，それぞれの場においてもたせたい

生徒の思考とその流れをまとめた思考の流

れ一覧の作成 

指導計画の工夫１で明らかにした学習

内容の構造と，各単位時間の出口でもたせ

たい生徒の意識をもとに，各単位時間にお

いてもたせたい生徒の思考の流れを一覧表

にまとめた。【図３：思考の流れ一覧表】 

図４：単元構造図 

図５：振り返り表 
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例えば，第３時から第５時にかけて，も

たせたい思考の流れは，基本的に１年生「１

次方程式」の学習が土台となっているとと

らえ，１次方程式での思考の流れをもとに，

その共通点と相違点が際立つように思考を

流すことで，統合的な考え方を育みたいと

考えた。そこで，第３時から第５時の学習

において，もたせたい思考の流れを次のよ

うに設定し，実践することにした。 

次  思考の流れ 

３ 

導

入 

①の式は y について解いてある式だ

ぞ。その特徴を生かして，連立方程式

の解を計算で求めることはできない

かな。 

追

求 

x，y についての連立方程式から， y に

ついて解いてある式を，他方の式に代

入することで y をふくまない方程式を

導くことができるのだな。 

終

末 

x か y のどちらか一方の文字を消去

することによって今までに学習した 1

元1次方程式の形に直すことができる

から，計算で解くことができるのだ

な。 

４ 

導

入 

どちらかの文字を消去すれば，連立方

程式を解くことができるな。 

追

求 

２つの式の左辺と左辺，右辺と右辺を

それぞれ加えたりひいたりすること

で，１つの文字を消去することができ

るのだな。 

終

末 

等しいものに等しいものを加えたり

ひいたりしても等式は成り立つこと

を利用して，文字消去することができ

たぞ。文字消去さえできれば連立方程

式を計算で解くことができるのだな。 

５ 

導

入 

目的に応じて式を変形すれば，文字を

消去することができるぞ。文字の係数

の絶対値を揃えれば，加減法で解くこ

とができそうだぞ。 

追

求 

等式の性質を使って，消去したい文字

の係数の絶対値を揃えれば，加減法を

用いて文字を消去することができる

のだな。 

終

末 

連立方程式で，２つの式をそのまま加

えたりひいたりしても解くことがで

きない場合は，目的に応じて式を変形

し，係数の絶対値をそろえれば解くこ

とができるのだな。 

このように，もたせたい生徒の思考を，

各単位時間の導入，追究，終末において設

定し，それらの思考が一つのストーリーと

して流れるように「思考の流れ一覧表」を

作成した。そして，それらの思考の流れを

創り出すために，発問を精選したり，教具

などを準備したりして授業に臨むようにな

った。そのことが，生徒一人一人に学習内

容の関連や，問題解決の過程にある数学的

な見方や考え方を自覚させ，学ぶ楽しさを

実感させていくことにつながったと考えて

いる。 

 また，今年度は全単元・全単位時間の「思

考の流れ一覧表」を各校の生徒の実態に合

わせたり，各教師の指導観にフィットさせ

たりすることで，よりよい「思考の流れ一

覧表」にバージョンアップしようと考え実

践している。 

 

実践例２：１年生「文字と式」 

１年生「文字と式」では，思考の流れ一

覧表を見て，自分なりに加筆・修正を加え

た。【図６：加筆・修正された思考の流れ一覧表】 

「文字と式」の２時間目には，文字を使

って始めて数量を立式する学習がある。一

覧表では，言葉の式を使って数量を，文字

を使った式で表すという流れになっている。

「言葉の式」という思考の流れをもとに昨
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年度は授業実践を行った。しかし，「言葉の

式」をつくる段階でつまずきを感じて，上

手く立式できない生徒の姿がたくさん見ら

れた。その反省を踏まえて，今年度は「言

葉の式」の他に「具体的な数（文字は数の

代わり）」という思考の流れを生徒に持たせ

たいと考えた。そこで，一般化された式を

立式するために，まず具体的に「x の値が

１のときはどんな式がつくれますか。」「も

し x の値が２のときは…」と生徒の思考の

流れを創り，最終的に「x のときはどんな

式になるのだろう」と発問することで，「５

×１，５×２，５×３，…だから５×x だ」

という生徒の思考の流れを創り出すことが

できた。 

 

【図６：加筆・修正された思考の流れ一覧表】 

 以上のように，「思考の流れ一覧表」を

よりよくしようと加筆・修正に取り組むこ

とで，教科書の解釈が豊かになり，教師自

らの指導観が豊かになった。それにより，

生徒の思考に近付くことができるようにな

ってきた。 

 

３ 指導方法の工夫（１）に関わって 

 指導方法の工夫（１） 

単元の学習内容のつながりに気付かせた

り，もたせたい生徒の意識を自覚させたり

するための手立ての在り方 

私たちは指導計画の工夫（１）において

作成した全単元の単元指導計画をもとに，

「振り返り表」を作成し生徒に記入させて

いる。今年度は，その振り返り表をさらに

活用しようと考えた。 

今年度は，さらに，生徒自身に学習内容

のつながりを自らが記入した振り返り表を

もとに，関連付けさせていくことで，より

生徒自らの学びの過程を自覚させたいと願

い，振り返り表に，学習内容の関連を矢印

で結んだり，色分けをして学習内容をまと

めさせたりするなど，振り返り表をさらに

活用しようと実践している。そうすること

で，自らの学習の高まりを実感させるだけ

ではなく，生徒自身がメタ認知をあげ，自

らの学びを客観的に見つめ，よりよく学習

を進めていく主体性を育てて生きたいと考

えている。 

 

４ 指導方法の工夫（２）に関わって 

 指導方法の工夫（２） 

単位時間でねらう生徒の思考の流れを創り

出す手立ての在り方 

 もたせたい生徒の思考を明らかにし，そ

れらの思考を，「思考の流れ一覧表」にま

とめただけでは，生徒の思考は計画通りに

流れることは稀であると感じている。 

そこで，生徒の思考が動き出すような魅

力的な発問を工夫する必要があると考え，

日々教材研究をしている。一方で，「単位

時間」を基本としながらも，「単元を通し

て生徒の思考の流れを創り出す」ことがで

きないかと考え，教科書の学習内容の配列

を捉えなおし，生徒たちが自ら問題を選択

し，解決していけるようにできないかと考

え実践した。 

 

実践例３：３年生「２次方程式」 

教科書（大日本図書）において，学習内
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容の配列は次のようになっている。 

時数 学習内容 

１ ２次方程式とその解 

２ 因数分解による解き方１ 

３ 因数分解による解き方２ 

４ 平方根の考えを使った解き方 

５ 解の公式 

６ ２次方程式のいろいろな解き方 

 

生徒の，単元を通した思考の流れを創り

出し，主体的な学びを実現しようと，学習

内容の配列を捉えなおし，以下のような実

践をした。 

時数 学習内容 

１ ２次方程式とその解 

終末に７つの２次方程式を提示し， 

「これらの２次方程式はどのように解

けばよいだろう」と発問し，単元を貫

く課題意識を持たせた。 

以下，生徒が選択し，学習内容の順番を決め，学習を進める。 

２ 平方根の考えを使った解き方 

３ 因数分解による解き方２（くくる） 

因数分解による解き方１ 

４ 都合のよく式変形をして解く 

（等式の性質，平方完成） 

５ 解の公式 

６ ２次方程式のいろいろな解き方 

第２時以降では，７つの方程式の中から

本時に取り組みたい（解いてみたい）方程

式を生徒に選ばせ，その方程式の特徴とそ

の解法を生徒とともに発見的に解き進めて

いった。 

そうすることで，「自らが選択した問題」

を解くという学習者としての興味関心や

責任感が生まれ，「なぜその方程式を選択

したのか」という問いに対して，方程式の

形に着目して方程式を分類し，解こうとす

る態度が育ったと感じている。 

このように，学習内容の配列を生徒に選

択させ，学習を進めていくことは，生徒の

学ぶ意欲や思考の流れを創り出すことに

大変有効であることがわかった。 

１年生「１次方程式」，２年生「連立方

程式」，２年生「平行と合同」「三角形と四

角形」などの単元でも，同様な指導ができ

そうである。 

 

Ⅴ 成果と課題 

このように，単元を構造的にとらえ，各

単位時間に役割をもたせることで，各単位

時間における学習活動を焦点化するととも

に，各学習活動において生徒にもたせたい

意識を明確にし，生徒の思考の流れを創り

出す手立てを講じることで，「○○の場合は

どうなるのだろう」というような発展的な

見方や考え方や，「やっぱり，～すればよい

のだな。だから…」というような統合的な

見方や考え方が，生徒の振り返りに記述さ

れるようになった。これは，生徒自身が問

題に対して自ら思考を進め，学習に取り組

み，主体的に学習に取り組む姿を創り出す

ことが出来たと考えている。  

○中間層の生徒が「…ということ？」など，

自ら考えたことを伝えようとしたり，

「そういうことか」とつぶやいたりする

など，主体的に思考している姿が見られ

るようになってきた。 

○全国学力・学習状況調査においても，研

究実践の成果が見て取れる。 

今後は，これまでの実践を土台としなが

ら，生徒の思考の流れを創り出していくこ

とで，深い学びを実現する手立てを創造し

ていきたい。 


